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１．緒言
　授業でグループワークのためにグループ分けを行
ないたい場合や，出席確認のためなどに学生の座席
を指定したい場合がある．その回数が少なければ，
座席指定の作業の負担は少なく，また，授業中に座
席指定も兼ねたアイスブレイクの時間を取り座席を
決定することも可能である．しかし，授業の内容な
どから頻回に座席を変更する必要がある場合には，
その作業は負担となる．そこで，毎回の授業で学生
の座席を簡単にランダムに変更したいとの教員から
の要望を解決するために，座席を指定するツールを
作成した．
　本ツールを作成した当時（2011年）に国内最大級
のフリーソフトダウンロードサイトである Vector1）

などで検索したところ，席替え・座席表を作成する
フリーソフトは存在したが，座席を簡単にランダム
に変更できるソフトウェアは見つからなかった．そ
の際，費用のかかるソフトウェア等については確認
していない．すでに公開されているソフトウェアか
ら要望を満たすものを探し出すよりも，作成してし
まうほうが要望を叶えるツールをすばやく提供でき
ると考えたため本ツールを作成することにした．

２．方法
　学生の座席を簡単にランダムに変更したいという
目的を達成するために，座席表については大学ポー
タルサイトからダウンロードできるExcel シートで
作成された教室レイアウトを利用できることを前提
とした．また，座席を割り当てる学生リストについ
ても，大学ポータルサイトからダウンロードできる
履修者一覧から利用できることを前提とした．
　Excel シートで作成された教室レイアウト，履修
者一覧を利用できることを前提とすることから，
Excel VBA を使用してツールを作成することにし
た．これによりツールへの教室レイアウト，履修者
一覧の取り込みが容易となる．ツールはExcel 上で
動作するため，Excel の基本的な操作を習得してい
れば容易にツールを利用することも利点である．
　作成に使用した環境は，Microsoft® Windows7，
Excel 2010である．ツールにサンプルとして使用し
た学生データは，疑似個人情報データ生成サービス2）

にて作成した．
　当初の目的であった学生の座席を簡単にランダム
配置するツールを作成したのち，ランダムに配置す
る機能だけでは使用用途が限られるため，学生リス
トの順に座席を割り当てるなどの機能を追加した
ツールを作成した．以下，座席をランダムに配置す
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図１　「room」シート

るだけの機能のツールを簡易版，機能追加したもの
を多機能版と呼称する．ツールを2つに分けたのは，
機能を追加することにより，ツールの操作方法が煩
雑になるためである．

３．座席指定ツール（簡易版）
　座席指定ツール（簡易版）は，Excel のシートに
作成した教室レイアウトの座席に，ランダムに学生
を配置するツールである．座席指定ツールの使用の
流れと機能について説明する．
　座席指定ツール（簡易版）は，Excel VBA を使
用しているため，マクロ有効シートワークシート
（ファイル拡張子は .xlsm）として作成している．
ワークシート内には「room」シートと「data」シー
トがある．「room」シートが教室レイアウトをデザ
インするシート，「data」シートが座席を割り当て
る学生の学籍番号と氏名を入力し，座席を指定する
VBA を実行するシートとなっている．使用方法の
説明は，「data」シートに書いている．
　簡単に手順を説明すると，1）「room」シートに
教室レイアウトを作成し，座席となるセルを同一色
で塗りつぶす．2）「data」シートに学生を入力する． 
3）ボタンをクリックし，入力した学生の学籍番号
をランダムで「room」シートの座席に配置する．
という流れとなる．

　「room」シートにはサンプルの教室レイアウトが
作成されている（図1）．このシートを自由に編集し
教室レイアウトを作成することが可能である．また，
すでにExcel のシートで教室レイアウトがある場合
には，そのシートを座席指定ツールにコピーして，
シート名を「room」に変更することで，教室レイ
アウトとして利用することができる．
　「room」シートに教室レイアウトが完成したら，
座席として設定したいセルを同一色で塗りつぶす
（図2）．塗りつぶしの色は何色でも良いが，座席と
して設定したいセル以外で使用していない色を選択
しなければならない．座席として設定したセルと同
じ色で，座席ではないセルを塗りつぶしているとそ
のセルも座席として扱ってしまうためである．これ
で教室レイアウトの準備は完了となる．
　次に「data」シートに移動し，先程，「room」シー
トで座席として設定するセルを塗りつぶした色で座
席色（セル：E3）を塗りつぶす．この色と「room」
シート内のセルの色が同一の箇所が座席として認識
される．
　座席を割り当てる学生リストを「data」シートの
A 列と B 列に入力する．他のファイルから貼り付
けても構わない．1行目は見出しとなっており，2行
目以降に入力したデータが座席指定の対象となる．
A，B 列のセルに一行おきに色を付けているが，処
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図２　「room」シート（座席セル塗りつぶし後）

図３　「data」シート（座席色，学生リスト入力後）

理には影響しない．A 列（学籍番号）のデータを
座席に設定するため，B 列（氏名）のデータがなく
ても座席を指定することは可能である．学生リスト

を入力すると，学生数（セル：E5）にその数が表
示される（図3）．
　教室レイアウトの座席の指定と学生リストの入力
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図４　「data」シート（座席位置取得後）

が完了したら，「座席位置取得」ボタンをクリック
し，クリック後に表示される座席数（セル：E7）
を確認する．座席数（セル：E7）が学生数（セル：
E5）を下回っている場合は，学生数に対して座席
数が足りず座席を指定することができないため，

「room」シートでセルを塗りつぶし座席を追加する．
座席を編集した場合は，「座席位置クリア」ボタン
をクリックした後，再度，「座席位置取得」ボタン
をクリックして，座席数（セル：E7）を確認する．
座席位置を取得すると，「room」シートで座席とな
るセル番号が「data」シートのG列に表示される（図
4）．
　座席数（セル：E7）が学生数（セル：E5）以上
であることが確認できたら，「座席決定」ボタンを
クリックし，学生を座席に割り当てる．「room」シー
トの座席にランダムで学籍番号が表示され（図5），

「data」シートのH列にも学籍番号が表示される（図
6）．同じ教室レイアウト，学生リストで，座席を指
定しなおしたい場合は，再度「座席決定」ボタンを
クリックすれば，ランダムで再割り当てされる．「座
席クリア」ボタンをクリックすると，座席の割り当
てが解除され，「学籍番号」が教室レイアウトから
削除される．
　教室レイアウトの作り方によっては，座席となっ

たセルに学籍番号をすべて表示させることが難しい
場合がある．その場合は，表示桁（右から）（セル：
E5）に任意の数値を入力することにより，学籍番
号を省略して教室レイアウトに表示させることがで
きる．
　初期設定は少し面倒ではあるが，何度も座席を変
更する場合には，2回目以降，ボタンを1つ押すだけ
で座席を割り当て直すことができる．また，「room」
シートにある「座席決定」ボタンでも座席の再割り
当てを行なうことが可能である．

４．座席指定ツール（多機能版）
　座席指定ツール（多機能版）に追加した機能は，
教室レイアウトシートのシート名の変更，グループ
による座席の設定，リスト順での座席の設定，座席
への座席番号の表示である．これらの機能を追加し
たことにより，簡易版は「room」シートと「data」シー
トの単純な構成であったが，多機能版は，「座席決定」
シート，教室レイアウトシート，データリストシー
ト，座席リストシートの4つのシートを必要とし，
設定やボタンが増え，操作が少し難しくなった．
　簡易版は，教室レイアウトを作成，学生リスト入
力，座席を割り当てという流れだったが，多機能版
は，教室レイアウトの作成，学生リストの入力，座
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図５　「room」シート（座席決定後）

図６　「data」シート（座席決定後）
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図８　データリストシート

図７　「座席決定」シート　

席リストに座席を割り当て，教室レイアウトに座席
を反映となっており，教室レイアウトに座席を反映
する前に，座席リストが作成されることが簡易版と

は異なる動きとなる．
　ツールの操作は「座席決定」シートで行う（図7）．
教室レイアウトシートは教室のレイアウトを作成し
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座席を設定するシートである．データリストシート
は座席を割り当てる学生リストを入力するシートで
ある．座席リストシートは，教室レイアウトの座席
に学籍番号を配置する前に，座席と学生の対応リス
トを作成し管理するシートである．教室レイアウト
シートへの座席の割り当ては，座席リストシートの
内容で行われる．教室レイアウトシート，データリ
ストシート，座席リストシートのシート名は固定で
はなく，「座席決定」シートで変更することができ
るように設定している．これにより，ツール内に複
数の教室レイアウトを作成し，これを簡単に切り替
えて使用できる．学生リストについても同様である．
　ツールの使用については，まず簡易版と同様に，
座席を割り当てる学生リストが入力されたシートと
教室レイアウトに座席が設定されたシートを作成す
る．作成後，「座席決定」シート内の，データリス
トシート（セル：B4）と教室レイアウトシート（セ
ル：B2）にそれぞれのシート名を設定する．
　次に，データリストシート内のリストにセルの色
を設定する．グループ分けが必要のない場合は，す
べて同じ色で塗りつぶせばよい．グループ分けをし
て座席を割り当てたい場合には，グループ毎にセル
の色を設定する（図8）．ツールの仕様上グループ数
の上限は10グループである．
　データリストシート内のセルの色の設定が完了し

たら，「座席決定」シート内の「データリストチェッ
ク」ボタンをクリックし，データリストシート内の
グループ数とそれぞれのグループ内の人数を確認す
る（図9）．
　教室レイアウトシート内の座席の位置も同様に，
セルの色を設定する．セルの色はデータリストシー
トで使用した色を使用する（図10）．設定が完了し
たら，「座席決定」シート内の開始位置と方向（セル：
B8），リスト化の方法（セル：B9），座席リストシー
ト（セル：B10）を設定する．
　開始位置と方向（セル：B8）は，教室レイアウ
トシートの座席のセルをシートのどの位置から，ど
のような並びで管理するかを決めるための設定であ
る．例えば，「左上から↓→」を選択すると，教室
レイアウトシートの A1のセルから座席のセルを下
方向に確認し，A 列の確認が済んだら B 列の座席
のセルを確認し，その順番に座席に座席番号を割り
当て座席リストシートにリストを作成する．後に説
明する座席の割り当て方法（セル：B14）でリスト
順を選択して座席を割り当てた場合，開始位置と方
向（セル：B8）で設定した座席番号順に学生リス
トの順番で座席に割り当てることができる．リスト
化の方法（セル：B9）の設定は，座席リストを作
成する際に，座席をグループ毎にまとめるのか，座
席番号順にリストを作成するのかの設定である．グ

図９　「座席決定」シート（データリストチェック後）
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図11　「座席決定」シート（座席チェック後）

図10　教室レイアウトシート（座席セル塗りつぶし後）

ループ分けされていなければ，どちらを選択しても
リストの並びは変わらない．座席リストシート（セ
ル：B10）は，座席リストを作成するシート名を設

定する．設定されたシートはツールが座席リストを
作成するためのものであり，ユーザはシートを作成
しそのシート名を設定するだけで良い．設定が完了
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図12　座席リストシート（座席チェック後）

したら「座席チェック」ボタンをクリックし，教室
レイアウトシート内の座席のグループ数とグループ
内の座席数について確認する（図11）．座席数のグ
ループ数と座席数が，データ数のグループ数とデー
タ数以上でなければ，座席を割り当てることができ
ない．条件を満たさない場合は，設定を変更して再
度，座席チェックを行なう．この段階で，座席リス
トシートに座席番号と教室レイアウトシートの座席
のセル位置のリストが作成される（図12）．
　座席の割り当て方法（セル：B14）を設定し，「座
席割り当て」ボタンをクリックする．「座席の割り
当て方法（セル：B14）で，ランダムを選択すると
グループ内の座席に学生をランダムに割り当てる．
リスト順を選択すると学生リストの順にグループ毎
に座席番号の順番で学生を座席に割り当てる．こ
の段階では，教室レイアウトには表示されず，座席
リストシートの座席リストに学生が設定される（図
13）．ツールを使って開始位置と方向（セル：B8）
を割り当てた後，座席リストシートの C，D 列（学
生番号，氏名）を編集することにより割り当てた座
席を変更することも可能である．
　「教室レイアウトへ反映」ボタンをクリックする
ことにより，座席リストシートのリストを使用して
教室レイアウトシートの座席に学籍番号を割り当て

る（図14）．表示桁（右から）（セル：B18）を設定
することで，簡易版と同様，学籍番号を省略して教
室レイアウトシートのセルに表示させることができ
る．学生が単一の学科・学年で，座席を割り当てる
学生の学籍番号の桁数を省略しても番号の重複がな
い場合は，これで問題がないが，複数の学科の学生
が履修している科目等においては，学籍番号を省略
して座席に割り当てると番号が重複してしまう可能
性がある．1つの解決策としては，各学科でグルー
プを別にして設定し，セルの色と番号によって座席
を指定する方法である．この方法であれば，セルの
色が学科を表し，その中の番号が学籍番号を表すこ
とになり，番号の重複を避けることも可能である．
またもう1つの解決策として，教室レイアウトに省
略している学籍番号を表示させるのではなく，座席
番号を表示して，教室レイアウトとは別に，座席番
号と学生の対応リストを使用する方法である．座席
番号の振り方（セル：B26）を設定し，「座席番号設定」
ボタンをクリックすることによって，教室レイアウ
トシートの座席に学籍番号ではなく座席番号を表示
させることが可能である．座席番号の振り方（セル：
B26）に割り当てられた座席のみを設定することに
より，学生を割り当てた座席のみに座席番号を表示
させることができる．学生が割り当てられていない
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図13　座席リストシート（座席割り当て後）

図14　教室レイアウトシート（座席へ反映後）
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座席には座席番号が表示されないため，座席の確認
が容易となる．すべての座席を設定すると学生が座
席に割り当てられているかどうかに関わらず，座席
として設定しているセルすべてに座席番号が表示さ
れる（図15）．座席番号と学生の一覧については，
座席リストシートのリストを編集して作成する必要
がある．

５．考察
　インターネット上で検索すると，作成したツール
と同じようなツールが検索される．スマートフォン
上で動作するアプリ3），インターネット上で動作す
る Web アプリ4），本ツールと同様に Excel VBA で
作成されたもの5）などが存在する．
　検索されたツールの使用の用途としては，小中高
等学校の教室での席替えを想定しているツールが多
く，座席のレイアウトが8列×4行などの固定，もし
くは指定したら行列の範囲で，座席を設定するよう
になっており，教室レイアウト上の座席位置を柔軟
に設定できないことが多い．井上が教室の席替えを
乱数処理で自動化として Excel VBA でコードと共
に公開しているもの6）は，教室レイアウトを柔軟に
設定可能である．このツールはロックを解除したセ
ルが座席となる設定である．

　本ツールは，Excel で自由に教室レイアウトを作
成することができ，セルの色を設定するだけで座席
とするセルを指定できることが特徴である．井上の
公開しているツール6）も，教室レイアウトを柔軟に
設定できるが，ツールの使用者によっては，Excel
のセルのロック解除の方法がわからない，またロッ
ク解除されたセルの確認が容易にできない可能性が
あり，セルに色を設定するだけの本ツールの方が簡
単に利用できると考える．
　大学の取り組みとしては，阪南大学が2019年4月
より全国に先駆けて，全教室でスマートフォンを利
用した座席指定システムを導入した7）．このような
大規模システムの導入が大学として可能であれば，
本ツールの必要性はないであろう．しかし，このよ
うなシステムの導入は組織として行うものであり個
人で行えるものでない．本ツールは，教員自身が座
席指定を行なう際に，座席指定の負担を軽減するこ
と目的としたものであるため，上記のようなシステ
ムとは差別化を図ることができると考える．
　本ツールを使用することにより，教室レイアウト
のExcel シートと学生リストが準備できていれば，
5分程度あれば，50名程度の座席をランダムに配置
することが可能である．座席を割り当てる人数が増
えたとしても，教室レイアウトの座席とするセルに

図15　教室レイアウトシート（座席番号表示後）
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色を付ける時間が人数分増えるだけであるため，そ
こまで作業時間は増加しない．利用者の操作スキル
にもよるが，どこを座席とするか悩まなければ1分
程度で50座席程度は設定可能である．また，2回目
以降に座席の位置を変更しないのであれば，再度ラ
ンダムに座席を指定するのにかかる時間は，1分も
あれば十分である．よって，本ツールは学生の座席
を簡単にランダムに変更したいという目的を達成し
たと考える．

　2020年度，新型コロナウイルス感染拡大の中，文
部科学省は感染対策を講じた上での面接授業による
授業実施を勧めている8）．面接授業の受講者に新型
コロナウイルスの感染者がいたことが判明した場合
も，座席指定しておけば，近くに着席していた濃厚
接触の可能性がある学生をすぐに特定することが可
能である．本ツールは大学における面接授業の座席
指定作業の一助となることができると考える．
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Abstract

　We introduce a tool for seat selection using Excel. This tool uses the room layout created in an Excel sheet. This 
tool can be used if you want to specify seat selection in the class. Once set, seat selection changes according to 
specified rule can be done easily. The feature of this tool is to specify the position of seats by the background color 
of cells for Excel. This tool can reduce the burden of seat selection.
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